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東
京
大
学
も
の
づ
く
り
経
営

研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
同
開
発
し

た
、
講
義
・
演
習
・
現
場
実
習

か
ら
な
る
中
小
企
業
の
現
場
改

善
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。

東
京
大
学 

藤
本
隆
宏
教
授
に
よ

る
も
の
づ
く
り
理
論
を
ベ
ー
ス

に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス
ト

を
用
い
、
生
産
効
率
を
高
め
る

「
よ
い
設
計
」
と

「
よ
い
流
れ
」
を

作
る
現
場
改
善

の
知
識
や
手
法

を
県
内
中
小
企

業
の
中
核
を
担

う
現
場
の
従
業

員
や
、
多
く
の

現
場
経
験
を
有

す
る
企
業
Ｏ
Ｂ

の
方
に
学
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
。

東
京
大
学
も
の

づ
く
り
経
営
研

究
セ
ン
タ
ー
の

協
力
に
よ
る
経

験
豊
富
な
講
師

陣
が
担
当
す
る

ほ
か
、
修
了
後

も
技
術
向
上
を

図
り
、
現
場
の

改
善
に
活
か
せ

る
よ
う
、
現
役

修
了
生
に
よ
る
自
社
で
の
改
善

成
果
や
Ｏ
Ｂ
修
了
生
に
よ
る
派

遣
企
業
で
の
改
善
成
果
を
適
宜

修
了
生
に
報
告
す
る
情
報
交
換

会
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、
体
系

的
に
現
場
改
善
を
リ
ー
ド
す
る

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

生産現場の改善で
人手不足に打ち勝つ
～「福井ものづくり改善インストラクター　　
　　　スクール・派遣事業」による現場改善～

少子高齢化による働き手の減少など、全国的に生産現場を取り
巻く環境は厳しさを増しています。限られた人員で付加価値を
高めていくには、現場の改善による労働生産性の向上が不可欠
です。そんな課題に立ち向かうための研修プログラムが、ふく
い産業支援センターが実施する「福井ものづくり改善インスト
ラクタースクール」。当スクールは今年で3年目を終え、活用
企業で成果が現れてきています。スクールの受講やOBイン
ストラクターの派遣により現場改善を推し進める県内 6社に
インタビューしました。
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実
情

窪田 正明 氏
福井ものづくり改善インストラクタースクール
統括責任者

福井村田製作所生産技術部門で工程設計業務に従事。
村田製作所グループの海外拠点の製造部長、海外事業
所の総経理、村田製作所の資材部長を歴任。同社を退
社後、2015 年 7 月から福井ものづくり改善インストラ
クタースクールの立上げ業務に従事、東京大学ものづ
くりインストラクター養成スクール第 11 期終了。

巻頭インタビュー

　

製
造
業
に
限
ら
ず
、
日
本
人
の

働
き
方
は
「
ま
じ
め
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な
こ

と
に
一
人
当
た
り
の
労
働
生
産
性

は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
34
ヶ
国
中
21

位
（
２
０
１
６
年
）
と
想
像
以
上

に
低
く
、
効
率
的
な
働
き
方
が
で

き
て
い
な
い
の
が
現
状
の
よ
う
で

す
。
し
か
も
、
経
営
者
の
方
々
は

身
を
も
っ
て
感
じ
て
お
ら
れ
る
で

し
ょ
う
が
、
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
で
人
手
の
確
保
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。「
採
用
募
集
を

出
し
て
も
人
が
集
ま
ら
な
い
」
と

い
う
声
は
ど
の
企
業
か
ら
も
聞
か

れ
ま
す
し
、
現
実
と
し
て
、
15
歳

か
ら
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は
今

後
30
年
で
2
割
下
が
り
、
年
齢

別
比
率
も
高
い
方
に
シ
フ
ト
し
て

い
き
ま
す
。
受
注
が
増
え
た
ら
人

福
井
も
の
づ
く
り
改
善
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ス
ク
ー
ル
と
は

企業従業員企業従業員

福井ものづくり
改善インストラクター

スクール

福井ものづくり
改善インストラクター

スクール

自社の改善活動
を主導

自社の改善活動
を主導

インストラクター
として県内企業の
指導に派遣

インストラクター
として県内企業の
指導に派遣

修了生による
事例報告会
修了生による
事例報告会

企業OB等企業OB等

自社の
改善活動に
フィードバック

県内企業への
改善指導に
フィードバック

福
井
も
の
づ
く
り
改
善
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ス
ク
ー
ル

県
内
製
造
業
の「
も
の
づ
く
り
改
善
力
」の
向
上

東京大学ものづくり経営研究センター傘下の経営豊富な講師陣

講
師
派
遣

1
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生産現場の改善で人手不足に打ち勝つ　～「福井ものづくり改善インストラクタースクール・派遣事業」による現場改善～

海
戦
術
で
回
そ
う
な
ど
と
い
う
の

は
、
す
で
に
過
去
の
発
想
で
す
。

　

当
然
、
福
井
県
内
の
企
業
も
例

外
で
は
な
く
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、

下
図
の
と
お
り
全
体
の
６
割
近
く

の
企
業
が
雇
用
面
で
の
不
足
感
を

抱
い
て
い
る
よ
う
で
す
。私
自
身
、

当
該
事
業
に
関
わ
っ
て
か
ら
３
年

半
の
間
に
県
内
の
製
造
業
を
中
心

に
、
多
く
の
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
を
訪
問
・
見
聞
き
し
て
き

ま
し
た
。
世
の
中
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
良
い
製
品
を
企
画
・
製
造

し
て
お
り
、
業
績
は
他
県
と
比
較

し
て
も
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
新
規
の
人
員
確
保
が
極
め
て

困
難
な
中
、
現
有
人
員
で
顧
客
の

新
た
な
要
求
に
応
え
る
こ
と
が
出

来
て
い
な
い
企
業
が
あ
る
の
も
事

実
で
す
。
生
産
現
場
を
改
善
し
労

働
生
産
性
と
品
質
を
高
め
て
い
く

こ
と
が
、
県
内
企
業
に
と
っ
て
の

喫
緊
の
課
題
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
企
業
が
抱
え
て

い
る
の
が
、
長
時
間
労
働
と
人
材

定
着
へ
の
対
策
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。「
働
き
方
改
革
」
が
叫
ば

れ
る
中
、
経
営
を
維
持
し
て
い
く

に
あ
た
っ
て
ウ
ェ
イ
ト
を
増
し
て

い
る
課
題
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
現

場
改
善
に
よ
る
労
働
生
産
性
の
向

上
こ
そ
が
長
時
間
労
働
対
策
、
人

材
定
着
対
策
の
ど
ち
ら
に
も
効
果

的
で
あ
る
こ
と
は
、
多
く
の
経
営

者
が
認
識
し
て
い
る
通
り
で
す
。

さ
ら
に
、
現
場
改
善
が
活
発
に
な

る
こ
と
で
企
業
に
と
っ
て
良
い
兆

候
が
増
え
て
い
き
ま
す
（
下
囲
み

参
照
）。
従
業
員
が
育
つ
風
土
が

築
か
れ
、
当
然
、
将
来
的
に
は
営

業
利
益
の
増
大
な
ど
経
営
に
直
結

す
る
メ
リ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。

　

し
か
し
、
現
場
改
善
す
る
こ
と

が
第
一
と
は
い
え
、
現
場
改
善

を
行
え
る
人
材
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
が
障
壁
と
な
っ
て
い
る
こ
と

も
事
実
。
多
く
の
中
小
企
業
は
自

社
で
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
リ

ソ
ー
ス
が
十
分
と
は
い
え
ず
、
収

益
的
に
外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

利
用
す
る
こ
と
も
難
し
い
と
い
う

現
状
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
う
い
っ
た
障
壁
を
乗
り
越
え

る
の
を
支
援
す
る
の
が
、
当
事
業

「
福
井
も
の
づ
く
り
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
ス
ク
ー
ル
」
と
、
企
業
Ｏ

Ｂ
の
修
了
生
が
改
善
活
動
や
人
材

育
成
を
お
手
伝
い
す
る
「
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
派
遣
事
業
」
で
す
。

ス
ク
ー
ル
は
先
日
、
３
年
目
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
終
え
た
ば
か
り
。

お
よ
そ
３
カ
月
間
、
座
学
・
演
習
・

県
内
他
社
で
の
現
場
実
習
を
通
し

て
現
場
改
善
の
力
を
身
に
付
け
た

修
了
生
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
習

現
場
で
学
ん
だ
手
法
を
自
社
に
持

ち
帰
り
、改
善
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

業
種
も
年
齢
も
異
な
る
人
と
即

席
の
チ
ー
ム
を
組
み
、
初
め
て
入

る
現
場
を
見
て
回
り
、
改
善
案
を

考
え
資
料
に
ま
と
め
、
相
手
方
の

社
長
や
経
営
者
の
前
で
発
表
す
る

の
で
す
。
こ
れ
だ
け
の
短
期
間
で

こ
れ
だ
け
の
こ
と
が
出
来
た
と
い

う
こ
と
は
自
信
に
つ
な
が
っ
た
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
労
働
生
産
性

向
上
へ
の
一
歩
を

平
成
30
年
の
ス
ク
ー
ル
修

了
と
自
社
で
の
現
場
改
善

活
動
の
展
開

　

し
か
し
、
自
社
に
戻
り
こ
れ
を

一
人
で
取
り
組
む
な
ん
て
こ
と

は
到
底
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
つ
の
会
社
の
改
善
に
最

低
３
人
は
必
要
で
は
な
い
か
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
ス
ク
ー
ル
を
新
た
な
企
業
に

受
講
し
て
も
ら
い
た
い
の
は
も
ち

ろ
ん
、
以
前
受
講
さ
れ
た
企
業
に

も
続
け
て
受
講
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
。
現
場
改
善
に
は「
心・

技
・
体
」
が
必
要
と
も
い
わ
れ
ま

す
。頭
で
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、

体
に
覚
え
込
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
最
終
的
に
職
場
に
広
げ
る

た
め
に
は
「
心
」
の
あ
り
方
が
モ

ノ
を
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
場
で
の
改
善
活
動
を

継
続
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、

難
し
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
受

講
さ
れ
た
企
業
や
実
習
受
け
入
れ

企
業
は
、
独
自
で
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
の
勉
強
会
な
ど
を
さ
れ
て
い
ま

す
し
、
ス
ク
ー
ル
と
し
て
も
一
人

目
の
現
役
修
了
生
を
輩
出
し
た
企

業
に
は
、
Ｏ
Ｂ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
企
業
に
出
向
く
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
体
制
の
充
実
に
も
力
を
入

れ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
県
内
企
業

の
幅
広
い
業
種
か
ら
受
講
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

やや不足 57.4
適性である 33.2

やや過剰 2.3
大幅に過剰 0.0

大幅に不足 2.3

雇用の過不足感

平成30年はさらに深刻になっている

現場改善活動が活発な企業の特徴
●  経営トップが現場に頻繁に行き問題を直接把握している
●  ５Ｓ，見える化、ＴＰＭなどを実施して改善成果をあげている
●  改善活動のインセンテイブとして金銭的に報いる仕組みがある
● 試行錯誤を奨励する風土がある
● 従業員教育を重視する風土がある

派遣事業の処方箋に対する企業の共通反応
●  自分たちが何となくわかってはいたがクリアではなかった問題

を「見える化」してもらった。
●  自分たちが「問題がわからない」ことを自覚していて、インス

トラクターにより改善ポイントを引き出せた。
●  「自分たちは分かったつもり」だったが指導を受けて「分かっ

ていなかったことが分かった」
●  「問題解決」の前に「問題発見」にこそ、価値があることを実

感した。
●  費用対効果でみれば十分効果はあった。
●  インストラクターの粘り強さと我慢強さ、従業員の意識改革に

対する努力に感謝する。
●  インストラクターが若手社員に根気強く付き合ってくれたこと

に感謝する。
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同
社
が
同
事
業
の
活
用
を
検
討

し
た
の
は
２
０
１
７
年
６
月
ご
ろ

の
こ
と
。
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る

ジ
ャ
パ
ン
ポ
リ
マ
ー
ク
株
式
会
社

が
先
行
し
て
同
事
業
を
活
用
し
て

い
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
同

社
は
以
前
よ
り
「
創
意
く
ふ
う
提

案
制
度
」
と
い
う
社
内
Ｑ
Ｃ
活
動

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
比
較

的
規
模
の
大
き
い
業
務
改
善
に
な

る
と
、
固
定
概
念
に
と
ら
わ
れ
て

な
か
な
か
進
ま
な
い
現
状
が
あ
っ

た
」（
常
務
取
締
役・仲
井
英
明
氏
）

そ
う
で
す
。

　
「
商
品
開
発
な
ど
の
場
面
で

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
一

つ
の
潮
流
と
な
っ
て
お
り
、
業
務

改
善
で
も
外
部
の
リ
ソ
ー
ス
を
取

り
入
れ
る
と
新
た
な
展
開
が
生
ま

れ
る
の
で
は
」（
内
山
氏
）
と
期

待
し
、
髙
岡
氏
ら
２
人
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
を
迎
え
入
れ
る
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

プ
リ
ン
ト
ネ
ー
ム
な
ど
同
社
が

手
掛
け
る
案
件
は
全
て
受
注
生

産
。
取
引
先
か
ら
の
オ
ー
ダ
ー
や

ク
オ
リ
テ
ィ
は
複
雑
化
・
高
度
化

の
一
方
と
い
い
、「
要
求
レ
ベ
ル

に
応
じ
よ
う
と
す
れ
ば
コ
ス
ト
は

高
く
な
る
。
客
先
の
要
請
に
応
え

　

そ
こ
で
髙
岡
氏
は
検
品
業
務

に
的
を
絞
っ
て
改
善
策
を
計
画
。

「
整
理
、
整
頓
、
清
掃
な

ど
の
『
５
Ｓ
』
を
し
っ
か

り
実
施
し
て
い
る
企
業
で

あ
り
、
い
い
課
題
を
与
え

て
も
ら
っ
た
と
い
う
の
が

第
一
印
象
で
し
た
。
現
場

の
人
た
ち
が
な
ん
と
な
く

感
じ
て
い
た
ム
ダ
の
程
度

を
数
値
で
浮
き
彫
り
に
し

て
、
要
望
に
応
え
た
い
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

検
品
業
務
を
徹
底
的
に

分
析
し

「
ム
ダ
の
程
度
」を
数
値
化

つ
つ
価
格
競
争
力
と
利
益
率
を
両

立
す
る
こ
と
が
課
題
で
し
た
」（
仲

井
氏
）。

　

課
題
を
ク
リ
ア
す
る
に
は
プ
リ

ン
ト
技
術
の
改
良
だ
け
で
な
く
、

要
求
レ
ベ
ル
に
達
し
な
い
製
品
を

出
荷
し
な
い
検
品
精
度
の
向
上
も

重
要
と
な
り
ま
す
。「
創
業
か
ら

48
年
た
ち
ま
す
が
、
検
品
業
務
の

フ
ロ
ー
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い

ま
ま
で
し
た
。
検
品
に
関
す
る
技

術
や
知
識
も
個
人
の
経
験
頼
み

で
、
繁
忙
期
の
残
業
が
常
態
化
す

る
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
し
た
」

（
製
造
部
部
長
・
秋
山
勝
裕
氏
）。

　ダムプリント（プリントネーム）やレピアラベル（織ネーム）の
製造販売などを展開する日本ダム。同社は現場改善の一環として『福
井ものづくり改善インストラクタースクール』の OB 派遣を迎え入
れ、生産性向上の取
り組みを進めていま
す。受け入れの経緯
や改善の効果などに
ついて、代表取締役
社長・内山忍氏、イ
ンストラクター・髙
岡勉氏ら 4 人に話を
伺いました。

日本ダム株式会社

内山 忍 氏 仲井 英明 氏

日本ダム株式会社
http://www.nippondom.co.jp
所 在 地：福井市清水杉谷町 45-163
代 表 者：内山 忍 氏
資 本 金：8,060 万円
事業内容： ダムプリント（プリントネーム）、レピア

ラベル（織ネーム）、ブランドセキュリティ
（偽造防止関連製品）製造販売等

従業員数：160 名
電話番号：0776-98-2000

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
風

も
の
づ
く
り
改
善
の
場
面
に
も

［インストラクター派遣］case 1

ものづくり改善インストラクターの視点を基に生産現場を改善

秋山 勝裕 氏 髙岡 勉 氏

　

２
０
１
８
年
２
月
、
高
岡
氏
は

現
場
見
学
や
ビ
デ
オ
撮
影
な
ど
を

通
じ
て
、
目
視
選
別
、
つ
な
ぎ
、

ネ
ー
ム
の
巻
き
取
り
な
ど
の
業
務

を
細
分
化
。
正
味
作
業
時
間
比
率

を
割
り
出
し
、
業
務
に
お
け
る
特

性
要
因
図
、
業
務
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
、
数
値
を
伴
っ
た
稼
働
分
析
グ

ラ
フ
な
ど
を
作
成
し
、
同
３
月
、

改
善
に
向
け
た
課
題
を
経
営
陣
と

共
有
し
ま
し
た
。

　
「
ム
ダ
の
程
度
を
数
値
で
見
せ

つ
け
ら
れ
て
愕
然
と
し
ま
し
た
」

（
秋
山
氏
）、「
織
ネ
ー
ム
の
巻
き

取
り
、
つ
な
ぎ
、
段
取
り
な
ど
に

時
間
を
取
ら
れ
て
、
正
味
の
目
視

選
別
に
か
か
る
実
稼
働
時
間
が
全

体
の
４
分
の
１
し
か
無
か
っ
た
」

（
仲
井
氏
）。
60
枚
を
超
え
る
ス
ラ

イ
ド
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

受
け
た
経
営
陣
は
一
様
に
驚
い
た

と
い
い
ま
す
。

稼働分析（ワークサンプリング）の結果の一例。
正味作業の割合を上げるため現場改善を図ります。

目視選別
31％

繋ぎ
39％

他 6％

段取り
11％

巻き取り
9％

単発不良
4％

正味作業正味作業

付随作業付随作業
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生産現場の改善で人手不足に打ち勝つ　～「福井ものづくり改善インストラクタースクール・派遣事業」による現場改善～

　

髙
岡
氏
の
提
案
を
受
け
て
行
っ

た
現
場
改
善
の
一
つ
に
、
作
業
ス

ペ
ー
ス
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
が
あ

り
ま
す
。「
２
０
１
７
年
８
月
の

新
社
屋
完
成
に
伴
い
検
品
部
門
を

移
設
し
た
の
で
す
が
、
ス
ペ
ー
ス

が
広
く
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

旧
社
屋
で
の
作
業
動
線
そ
の
ま
ま

の
レ
イ
ア
ウ
ト
だ
っ
た
の
で
す
。

通
路
の
本
数
を
増
や
し
た
り
、
製

品
置
き
場
・
検
品
前
置
き
場
の
位

置
を
変
え
た
り
す
る
な
ど
広
い
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
ス
ム
ー
ズ
な

動
線
を
作
り
ま
し
た
」（
秋
山
氏
）。

　

検
品
は
作
業
員
に
長
時
間
の
緊

張
を
求
め
る
作
業
で
あ
る
こ
と
か

ら
、「
作
業
者
の
ス
ト
レ
ス
を
和

ら
げ
不
良
見
逃
し
を
防
止
す
る
」

（
髙
岡
氏
）
た
め
に
、
検
品
対
象

の
配
色
を
考
慮
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

を
新
た
に
作
業
台
に
導
入
。ま
た
、

従
来
あ
い
ま
い
だ
っ
た
良
品
・
不

良
品
の
判
断
基
準
を
作
業
員
間
で

共
有
で
き
る
よ
う
、
カ
メ
ラ
（
Ａ

Ｉ
搭
載
外
観
選
別
装
置
）
で
不
良

品
の
画
像
を
記
録
す
る
取
り
組
み

も
始
め
て
い
ま
す
。

　

も
の
づ
く
り
改
善
の
展
開
に
当

た
り
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
・
カ
メ
ラ
・

セ
ン
サ
ー
を
全
て
の
生
産
機
器
・

製
造
管
理
に
」
な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
掲
げ
た
同
社
。仲
井
氏
は「
有

効
求
人
倍
率
が
上
が
り
人
が
集
ま

り
に
く
い
中
で
生
産
効
率
を
上
げ

る
に
は
、
ス
ト
レ
ス
な
く
仕
事
の

で
き
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
」
と

強
調
。
繁
忙
期
に
お
け
る
残
業
時

間
や
休
日
出
勤
の
減
少
と
い
う
効

果
も
す
で
に
現
れ
て
お
り
、
内
山

氏
は
「
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
い

い
提
案
を
し
て
も
ら
え
て
大
満
足

で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

改
善
の
取
り
組
み
奏
功
し

残
業
時
間
減
少
な
ど
の

効
果
も

検品工程現場の作業スペースを整備：改善前には横並びに接していた作業机同士を離し、
作業机の両側に通路を設けたことで、モノの流れが右→左の一方通行になり、作業性が
アップしました。

カテゴリーごとにきれいに整理整頓された製品棚。5 Ｓがしっかり
と定着するまでには時間が掛かったといいます。

派遣事業終了後も顧問契約を結び現場改善を先
導する髙岡氏。
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　タイヤ関連機械の製造・販売で創業 70 年を迎える小野谷機工株式会社。およそ 5 年前より、
製造現場の改善に向け、設備投資など積極的な取り組みを続けています。その一環として昨年、
当スクールのインストラクター派遣事業を利
用。その進め方と見えてきた成果についてお話
を伺いました。

「現有人員のまま残業ナシで生産台数アップ」
現場とインストラクターの二人三脚で改善を進める

小野谷機工株式会社

高野 智博 氏

小野谷機工株式会社
http://www.onodani.co.jp/index.html
所 在 地：越前市家久町 63-1
代 表 者：三村 健二 氏
事業内容：タイヤサービス機械製造・販売
電話番号：0778-22-2124

［インストラクター派遣］case 2

環
境
改
善
で
定
着
率
ア
ッ
プ

に
つ
な
げ
る

　

同
社
が
製
造
す
る
の
は
、
電
動

式
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
な
ど

の
タ
イ
ヤ
関
連
機
械
。
仕
様
の
異

な
る
製
品
を
数
名
の
工
員
で
1
台

1
台
組
み
上
げ
て
い
く
、
少
量
多

品
種
の
生
産
現
場
で
す
。
人
員
確

保
が
困
難
な
中
、
昨
今
の
受
注
増

大
に
と
も
な
い
残
業
が
増
え
る
な

ど
、
生
産
キ
ャ
パ
の
限
界
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
パ
ー
ツ
生
産
は
機
械
の
導
入

な
ど
で
省
力
化
が
で
き
ま
す
が
、

組
み
立
て
工
程
は
、
少
量
多
品
種

で
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
も
頻
繁
と
い

う
特
性
上
ど
う
し
て
も
人
の
手
に

よ
り
、
工
員
各
々
の
作
業
効
率
が

生
産
に
大
き
く
関
わ
り
ま
す
」
と

話
す
の
は
取
締
役
本
部
長
の
左
膳

妥
友
氏
。「
ひ
と
昔
前
な
ら
〝
人
を

ど
う
増
や
し
て
い
こ
う
か
〟
と
考

え
た
で
し
ょ
う
が
、
今
は
状
況
が

違
い
ま
す
。
現
場
の
見
え
る
化
と

デ
ー
タ
化
に
よ
り
生
産
現
場
の
環

境
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
社
員
の

定
着
率
を
ア
ッ
プ
さ
せ
、
熟
練
工

を
増
や
し
た
い
」
と
い
う
最
終
的

な
目
的
に
つ
い
て
も
語
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、〝
現
有
人
員
の
ま

ま
残
業
ナ
シ
で
乗
用
車
用
タ
イ
ヤ

交
換
機
6
台
／
日
の
生
産
〟
を
目

標
に
定
め
、
も
の
づ
く
り
改
善
イ

　

約
1
カ
月
間
の
派
遣
で
、
金
子

氏
ら
と
現
場
で
意
見
を
交
え
た
の

は
工
場
長
の
高
野
智
博
氏
。
こ
れ

ま
で
30
年
間
現
場
に
携
わ
っ
て
き

た
リ
ー
ダ
ー
で
す
。
第
1
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
金
子
氏
か
ら
提
案
さ
れ

た
部
品
棚
の
移
動
や
組
立
台
の
位

置
変
更
等
に
つ
い
て
、「
デ
ー
タ

に
裏
打
ち
さ
れ
た
意
見
は
ご
も
っ

と
も
で
し
た
が
、
正
直
戸
惑
い
も

あ
り
ま
し
た
」
と
当
初
の
胸
の
内

を
明
か
し
ま
す
。
し
か
し
、「
慣

れ
て
い
く
ご
と
に
部
品
を
取
り
に

行
く
歩
行
時
間
な
ど
が
減
っ
て
い

き
、
残
業
の
短
縮
と
い
う
か
た
ち

に
な
っ
て
成
果
が
見
え
て
き
ま
し

た
」
と
、
今
で
は
手
応
え
を
感
じ

て
い
る
様
子
で
す
。

　
「
外
の
目
か
ら
は
気
に
な
る
こ

と
が
見
え
ま
す
が
、
中
の
人
に

と
っ
て
は
そ
れ
が
普
通
。
そ
の
認

識
の
違
い
を
ど
う
理
解
し
合
う
か

が
大
事
。
棚
を
動
か
す
だ
け
の
こ

と
で
す
が
、
実
行
に
移
す
の
は
お

互
い
に
勇
気
の
い
る
こ
と
で
す
」

と
金
子
氏
。「
こ
れ
は
で
き
て
も

あ
れ
は
無
理
」「
や
っ
て
み
て
ダ

メ
な
ら
戻
せ
ば
い
い
」
と
腹
を

割
っ
て
話
し
合
い
な
が
ら
進
め
た

こ
と
が
今
回
の
成
功
の
要
因
と
も

話
し
ま
す
。

　

5
回
の
派
遣
を
終
え
た
後
も
、

新
工
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
調
整
の
た

め
コ
ン
サ
ル
契
約
を
継
続
し
て
い

る
金
子
氏
と
同
社
。
雑
然
と
し
が

ち
だ
っ
た
棚
や
ワ
ゴ
ン
な
ど
工
場

内
の
５
Ｓ
に
も
取
り
組
み
、
成
果

現
場
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

改
善
案
を
か
た
ち
に

が
生
産
の
数
字

に
現
れ
て
き
て

い
ま
す
。
さ
ら

な
る
生
産
性
向

上
を
目
指
し
、

次
の
ス
テ
ッ
プ

に
歩
を
進
め
る

同
社
で
す
。

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
派
遣
事
業
の
利

用
に
踏
み
切
っ
た
同
社
。
金
子
敏

己
氏
と
吉
川
英
治
氏
の
2
名
が
派

遣
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
現
場
で
は
全
員
が
テ
キ
パ
キ

と
作
業
さ
れ
、
一
見
す
る
と
無
駄

が
な
い
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
こ

の
状
況
で
1
台
で
も
生
産
数
を
増

や
す
こ
と
は
大
変
な
こ
と
だ
と
感

じ
ま
し
た
」
と
当
初
の
印
象
を
語

る
金
子
氏
。
そ
こ
か
ら
判
断
し
、

正
味
作
業
の
向
上
よ
り
も
付
帯
作

業
の
削
減
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
改

善
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
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　炭素繊維を黒鉛で補強した材料である C/C コンポジットを製造・販
売する株式会社 CFC デザイン。現場の若手メンバーでの小集団活動
の一環として「ものづ
くり改善インストラク
ター派遣事業」を活用
し現場改善に臨みまし
た。教育の観点から当
事業の利用についてお
聞きしました。

小集団活動をインストラクターが後押し
派遣事業を通して社員育成を

株式会社 CFC デザイン

河口 廣 氏溝口 芳夫 氏

株式会社CFCデザイン
http://www.cfc-design.co.jp/
所 在 地：鯖江市舟津町 1-4-11
代 表 者：溝口 芳夫 氏
事業内容： 炭素繊維強化複合材の生産、加工、

販売 等
電話番号：0778-42-5624

［インストラクター派遣］case 3

教
育
重
視
の
メ
ニ
ュ
ー
を
オ
ー
ダ
ー

若
手
メ
ン
バ
ー
育
成
の
場
に

　

軽
量
、
高
強
度
、
高
弾
性
に
加

え
、
２
０
０
０
℃
以
上
の
高
温
に

耐
え
る
優
れ
た
特
性
を
持
つ
材
料

「
Ｃ
／
Ｃ
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
」。
こ
れ

に
特
化
し
、
製
造
や
設
計
、
販
売

を
行
う
の
が
鯖
江
市
に
あ
る
同
社

で
す
。
設
立
か
ら
7
年
と
若
い
企

業
で
、
さ
ら
に
製
造
部
門
が
本
格

稼
働
し
始
め
た
の
が
３
年
前
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
製
造
現
場
で
は

主
に
若
手
が
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
昨
年
か
ら
、
金
曜
日
に
一
斉
清

掃
す
る
な
ど
５
Ｓ
活
動
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
こ
の
派
遣
事
業
を
利
用
し
ま
し

た
。
ム
ダ
取
り
で
現
場
改
善
す
る

こ
と
が
も
ち
ろ
ん
主
題
で
す
が
、

今
回
は
社
員
教
育
と
い
う
狙
い
が

大
き
か
っ
た
で
す
ね
」
と
話
す
取

締
役
社
長
の
溝
口
芳
夫
氏
。「
事
前

の
打
ち
合
わ
せ
で
、
教
育
に
重
点

を
置
く
こ
ち
ら
の
希
望
を
し
っ
か

り
と
伝
え
た
こ
と
が
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
」
と

品
質
保
証
部
の

河
口
廣
氏
も
振

り
返
り
ま
す
。

　

派
遣
さ
れ
た

イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
は
高
岡
勉

氏
と
松
田
博
史

　

作
業
ス
ペ
ー
ス
の
レ
イ
ア
ウ
ト

見
直
し
や
各
加
工
機
械
で
の
作
業

の
工
夫
な
ど
、
ま
と
め
ら
れ
た
い

く
つ
か
の
改
善
提
案
。
同
社
は
そ

の
中
で
も
手
始
め
に
、書
類
記
入・

転
記
の
ム
ダ
を
省
こ
う
と
ノ
ー
ト

Ｐ
Ｃ
を
持
ち
歩
き
、
直
接
入
力
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

現
場
改
善
の
意
識
づ
け
と

継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ

連続観測法（目視）による稼働分析。

生産現場の改善で人手不足に打ち勝つ　～「福井ものづくり改善インストラクタースクール・派遣事業」による現場改善～

一
連
の
工
程
で
20
枚
も
書
い
て

い
た
作
業
が
省
か
れ
た
と
い
い
ま

す
。「
以
前
か
ら
あ
っ
た
シ
ス
テ

ム
に
少
し
手
を
加
え
た
だ
け
で
、

費
用
は
そ
れ
ほ
ど
掛
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。
ひ
と
ま
ず
は
1
台
の
み
で

す
が
、
徐
々
に
全
社
に
広
め
て
い

き
た
い
」
と
溝
口
氏
は
先
を
見
据

え
ま
す
。

　
「
作
業
ス
ペ
ー
ス
の
歩
行
を
8

歩
か
ら
2
歩
に
、
と
い
う
よ
う
な

提
案
も
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
あ

く
ま
で
『
意
識
づ
け
』
の
た
め
で

す
。
ど
ん
な
現
場
で
も
改
善
が
定

着
す
る
の
に
は
時
間
を
要
し
ま

す
」
と
高
岡
氏
。「
提
案
を
実
行

に
移
す
の
は
大
変
な
こ
と
。
そ
し

て
、
そ
れ
を
高
い
意
識
を
も
ち
続

け
長
く
や
る
こ
と
は
さ
ら
に
難
し

い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
や
っ
て

い
る
う
ち
に
必
ず
効
果
が
見
え
て

き
ま
す
。
意
識
と
効
果
の
相
乗
効

果
で
続
け
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
今
後
の
改
善
活
動
に
エ
ー
ル
を

送
り
ま
す
。

氏
の
2
名
。
実
習
を
交
え
た
〝
講

義
〟
を
受
け
た
の
は
主
に
現
場
を

引
っ
張
る
3
名
の
30
代
中
堅
社
員

で
す
。
さ
ら
に
、
課
題
の
抽
出
や

改
善
案
を
出
す
た
め
の
ブ
レ
イ
ン

ス
ト
ー
ミ
ン
グ
に
は
現
場
の
部
下

数
名
も
参
加
し
、
自
由
に
意
見
を

交
え
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
全
員
が
当
事
者
意
識
を
持
っ

て
参
加
し
て
く
れ
、『
す
ぐ
で
き
る
、

今
は
で
き
な
い
』
も
そ
の
場
で
決

め
ら
れ
ま
し
た
。
我
々
だ
け
で
は

気
付
け
な
い
よ
う
な
現
場
な
ら
で

は
の
提
案
も
出
ま
し
た
ね
」
と
高

岡
氏
。
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
に
応
用

が
で
き
る
同
ス
ク
ー
ル
の
Ｉ
Ｅ
手

法
に
、
現
場
の
固
有
技
術
や
経
験

が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
よ
り
現
状

に
合
っ
た
具
体
的
な
改
善
提
案
を

で
き
た
と
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

と
現
場
の
社
員
が
一
緒
に
事
業
を

進
め
た
メ
リ
ッ
ト
を
語
り
ま
す
。
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２
０
１
７
年
度
の
ス
ク
ー
ル
に

受
講
生
と
し
て
参
加
し
、
福
井
市

内
の
メ
ー
カ
ー
に
て
現
場
実
習
を

行
っ
た
と
い
う
立
平
氏
。
ス
ク
ー

ル
の
学
び
を
現
場
に
取
り
入
れ
た

背
景
に
は
、
か
ね
て
よ
り
手
掛
け

て
い
る
サ
ー
バ
ー
向
け
基
板
の
受

注
量
増
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ク
ラ

ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

普
及
で
サ
ー
バ
ー
需
要
が
高
ま

り
、
月
産
約
７
０
０
０
枚
の
基
板

を
「
朝
入
荷
、
夕
方
出
荷
」
と
い

う
短
納
期
で
加
工
す
る
体
制
を
整

え
る
必
要
が
生
じ
、
学
び
の
成
果

を
現
場
で
生
か
す
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

そ
の
時
の
こ
と
を
立
平
氏
は
こ

う
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
人
手
を
掛
け
て
め
っ
き
を

行
っ
て
い
る
の
で
人
員
を
増
や
せ

ば
も
ち
ろ
ん
対
応
は
で
き
ま
す
。

た
だ
、
口
で
言
う
ほ
ど
簡
単
に
人

を
増
や
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ス
ク
ー
ル
で
得
た
経
験
を
実

践
し
、
現
状
の
人
数
で
生
産
効
率

を
高
め
ら
れ
な
い
か
と
考
え
た
の

で
す
」

　

立
平
氏
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

取
っ
て
進
め
た
の
は
、
複
数
枚
の

基
板
を
治
具
に
固
定
し
て
め
っ
き

　

現
場
で
は
部
分
指
定
で
め
っ
き

す
る
た
め
の
マ
ス
キ
ン
グ
と
い
う

工
程
も
あ
り
、
同
部
の
検
査
員
が

作
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
立
平

氏
は
「
バ
ッ
チ
当
た
り
の
生
産
能

力
が
向
上
し
て
も
検
査
員
が
マ
ス

キ
ン
グ
す
る
数
は
変
わ
ら
な
い
」

と
、
マ
ス
キ
ン
グ
作
業
の
環
境
改

善
を
提
案
し
実
行
に
移
し
ま
し

た
。

　

検
査
室
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を

見
直
し
作
業
ス
ペ
ー
ス
を
拡
張
。

テ
ー
プ
を
使
っ
た
ラ
イ
ン
貼
り

や
、
什
器
・
機
器
・
小
物
な
ど
の

ラ
ベ
リ
ン
グ
な
ど
定
位
置
化
活
動

も
進
め
て
、
作
業
者
が
交
差
し
な

い
よ
う
な
動
線
を
作
っ
て
い
き
ま

し
た
。
作
業
員
の
歩
行
数
が
減
少

し
た
ほ
か
、「
レ
イ
ア
ウ
ト
見
直

し
で
検
査
室
内
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
を
無
く
し
た
こ
と
で
、
部
内
の

コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
密
に
な
っ

た
」
と
い
う
副
次
的
効
果
も
生
ま

れ
た
そ
う
で
す
。

　

約
１
年
掛
け
て
改
善
に
取
り
組

ん
だ
立
平
氏
に
、
ス
ク
ー
ル
で

の
学
び
を
実
践
す
る
た
め
に
気
を

［スクール受講］case 1

現
場
の
理
解
と
協
力
が

改
善
の
成
否
を
左
右
す
る

を
行
う
「
バ
ッ
チ
処
理
」
の
改
善
。

製
品
間
の
ピ
ッ
チ
を
維
持
し
た
ま

ま
、
装
着
可
能
枚
数
を
１・
５
倍

に
増
や
し
た
治
具
を
新
た
に
製
作

し
、
月
産
枚
数
の
向
上
に
つ
な
げ

ま
し
た
。
し
か
し
、
装
着
枚
数
が

多
く
な
れ
ば
そ
の
ぶ
ん
治
具
や
製

品
の
総
重
量
も
増
加
し
ま
す
。
女

性
社
員
も
無
理
な
く
作
業
で
き
る

よ
う
に
配
慮
し
、
治
具
を
引
き
上

げ
る
ハ
ン
ガ
ー
の
持
手
や
天
井
か

ら
の
バ
ラ
ン
サ
ー
な
ど
に
も
工
夫

を
加
え
ま
し
た
。

　ナノメートルオーダーでめっき処理を行う「ナノめっき技術」
を強みに、自動車、医療、宇宙など幅広い産業を支える清川メッ
キ工業株式会社。同社は「福井ものづくり改善インストラクター
スクール」での学びを現場改善につなげ、増加するめっき需要に
応える体制を整えています。改善の経緯や今後の展開について、
専務取締役・清川
卓二氏、第二製造
部主任・立平伸氏
の 2 人に伺いまし
た。

スクールでの学び、めっき製品生産性向上に応用
清川メッキ工業株式会社

清川 卓二 氏 立平 伸 氏

清川メッキ工業株式会社
https://www.kiyokawa.co.jp/
所 在 地：福井市和田中 1-414
代 表 者：清川 肇 氏
資 本 金：4,000 万円
事業内容： 表面処理 （各種電気めっき、機能性めっき、

化成皮膜処理等）、めっき品の製造等
従業員数：278 名
電話番号：0776-23-2912

作
業
員
の
体
力
に
配
慮
し
た

治
具
を
製
作
し
効
率
ア
ッ
プ

工場入口には部門や各社員のビジョンを掲示。
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自
身
が
率
先
し
て
動
き
、
現
場

の
社
員
に
対
し
「『
み
な
さ
ん
に

よ
り
快
適
に
働
い
て
ほ
し
い
』
と

い
う
気
持
ち
を
込
め
な
が
ら
改
善

に
取
り
組
ん
だ
」
と
い
う
立
平

氏
。「『
も
の
づ
く
り
は
人
づ
く
り
』

と
い
う
講
師
の
言
葉
が
今
も
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。業
務
改
善
に
は
、

現
場
社
員
の
『
や
る
気
』、
上
司

が
部
下
に
与
え
る
『（
業
務
改
善

を
）
や
る
チ
ャ
ン
ス
』、
先
輩
が

後
輩
に
見
せ
る
『
や
る
腕
』
の
３

つ
が
必
要
と
い
う
話
で
し
た
。
ま

さ
に
そ
の
通
り
の
実
践
と
な
り
ま

し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

同
部
の
取
り
組
み
を
振
り
返
っ

た
清
川
氏
は
「
研
修
で
の
学
び

を
確
実
に
自
分
の
も
の
と
す
る
に

は
、
指
導
者
と
な
っ
て
教
え
る
立

場
で
実
践
す
る
の
が
一
番
で
す
。

現
場
の
業
務
改
善
に
当
た
っ
て

は
、
単
に
『
作
業
環
境
を
変
え
た

い
』
と
い
う
思
い
だ
け
で
な
く
経

営
的
な
思
考
を
掘
り
下
げ
る
こ
と

が
重
要
だ
か
ら
で
す
」
と
経
営
層

か
ら
の
視
点
で
ア
ド
バ
イ
ス
。
そ

の
上
で
「
社
内
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

業
務
改
善
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
違
う
カ
ル
チ
ャ
ー
の
人
た
ち

と
と
も
に
他
社
の
業
務
改
善
を
提

案
で
き
る
『
福
井
も
の
づ
く
り

改
善
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ス
ク
ー

ル
』
の
意
義
は
大
き
い
」
と
、
社

内
に
お
け
る
受
講
生
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
に
期
待
の
声
を
寄
せ
ま
し

た
。

配
っ
た
点
は
？
と
尋
ね
る
と
、「
現

場
を
い
い
意
味
で
い
か
に
巻
き
込

む
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
」
と
い

う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。「
改

善
に
は
費
用
も
伴
う
の
で
経
営
層

に
納
得
し
て
も
ら
う
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
な
の
で
す
が
、
最
終
的
に
は

現
場
の
人
た
ち
の
協
力
が
成
否
を

左
右
し
ま
す
。
受
注
増
加
で
忙
し

く
な
る
の
は
分
か
っ
て
い
て
も
、

慣
れ
て
い
る
仕
事
の
や
り
方
を
急

に
変
え
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
で
す
か
ら
」

改
善
の
取
り
組
み
で

経
営
的
思
考
も
深
ま
る

・検査室内のパーテーションを取り払い、スペースを拡張。これまで製品が占拠していた通路を広く確保し、作業者が交差しない動線に。（写真左・中）
・運搬台の上での治具付け作業。運搬台はキャスター付き（写真左参照）で、重いバッチの載せかえが不要になり負担が減りました。（写真右）

メッキ作業の様子。これまでよりも重くなったバッチに対応し、バッチ上部にハンガー（持手）を
取り付け、作業の安全性がアップしました。

生産現場の改善で人手不足に打ち勝つ　～「福井ものづくり改善インストラクタースクール・派遣事業」による現場改善～
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　ビル・住宅・エクステリア向けのアルミ建材商品の開発・生産・販売を行う東工シャッター
株式会社。今年度、当スクールを受講されたのは、社内における現場改善の提案、設備導入や
メンテナンスを専門に行う、同社ものづくり革新部に今年度から配属された宮嶋芳貴氏です。
　スクールで学んだ手法を用いて改善に臨んだのは、住宅商品の最終工程に当たるガラス入れ・
梱包の工程でした。手作業でビード（サッシにはめ込んだガラスをおさえるゴム）を入れ込む
工程で、固い上に緻密さが求められることに加え、梱包時には 100㎏を超すような完成サッシ
を梱包台に移動しなければならず、生産ラインの中でボ
トルネックとなっていました。「『重い、キツイ、やりに
くい』と現場からずっと言われてきていた工程でしたが、
これを機に手を付けることができました。何となくの想
像で話し合うのではなく、ビデオ撮影での時間分析によ

り現状を見える化したことで、現場リーダーもこちらの提案に納得して進められ
たと感じています」と宮嶋氏。
　3 名で行うガラス入れ作業を効率よくフォーメーション化したほか、梱包用の
大きな機械を廃し、代わりに横移動のための天井レールを新設。レイアウト変更
との相乗効果で、これまで 20 分 /1 台かかっていた作業が約 15 分と大幅に短縮
されました。受注は増えていながら残業は減っており、現場からは「重かった作
業が減りすごく楽になった」と喜びの声も。同社は今後もさらなる現場改善を進
め、働く環境を良くすることで人手不足の解消にもつなげたい考えです。

ボトルネック工程改善に着手 作業負担と残業を減らす
東工シャッター株式会社

宮嶋 芳貴 氏

東工シャッター株式会社
所 在 地：鯖江市熊田町 1-100
代 表 者：佐々木 知也 氏
電話番号：0778-62-1122

＜代表取締役社長	八田	嘉一郎	氏のコメント＞
　40 代 50 代とキャリアを積むにあたり、ものづくりの流れ全体を見渡せる視点を持たなければなりません。普段の業務に没して
いると、なかなかそういった視点は生まれてこないものです。また、会社ごとの常識に凝り固まっては改善も進みません。新たな
視点を得るための体験をしてもらおうと、蜂谷にはこのスクールを受講してもらいました。
　現場で仕組みとして改善を具現化していくことは大変な苦労を伴います。思いを具体化し言葉として表現することが、事を動か
す第一歩です。発案者として心を決めて、全員を巻き込んで改善を進めていって欲しいと期待しています。

　カーシート等自動車内装や衣料品に使われる生地の開発・製造を行う、創業 70 年の八田経
編株式会社。受注は好調で、現場は連日フル稼働とのこと。今後さらに増産の予定もある中、
今以上のパフォーマンスを可能にするための方策を模索していました。
　同社はちょうど人事異動による工場長交代の時期であ
り、次期工場長候補の業務課長 蜂谷智氏が当スクールを
受講することに。株式会社日本エー・エム・シーでの現
場実習で「今までにない考え方や発想、視点を学べました。
自社に戻ってからもいろんなことが新鮮に見えるように
なりましたね」と、受講の手応えを語ります。
　受講後、ワークサンプリング法で現場作業を改めて把
握してムダを洗い出し、糸掛け、整経、編立それぞれの

工程での改善策立案にこぎ着けました。「現場を少しでも楽にできるようにと提
案していますが、現場に理解してもらい第一歩を踏み出すのに苦労しているとこ
ろです」と、壁にぶつかっている現状を明かす蜂谷氏。「改善後に働き方がどう
変わるのか具体的な数字で見せ、作業員全員と方向性を一つに進めていきたいで
す」と今後の意気込みを語っていただきました。

現場リーダーとしての一歩 スクールを通し新たな視点を得る
八田経編株式会社

蜂谷 智 氏

八田経編株式会社
所 在 地：鯖江市中野町 115-10
代 表 者：八田 嘉一郎 氏
電話番号：0778-52-1200

［スクール受講］case 2

［スクール受講］case 3
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生産現場の改善で人手不足に打ち勝つ　～「福井ものづくり改善インストラクタースクール・派遣事業」による現場改善～

Interview

　生産効率を高める「よい設計」と「よい流れ」を作る現場改善
の知識・手法を学ぶ「福井ものづくり改善インストラクタースクー
ル」。受講した企業の経営者は現場改善の必要性をより強く感じて
いるようです。ここでは、これまでに２名のリーダー候補生をス
クールに派遣し、また、自社で２回の現場実習を受け入れた株式
会社日本エー・エム・シーの代表取締役社長 山口康生氏のコメン
トをご紹介します。

経営者からみた
現場改善の必要性
～現場改善のための改善リーダーの育成～

代表取締役社長

山口 康生 氏
株式会社日本エー・エム・シー
https://www.j-amc.co.jp/
所在地：福井市市波町13-8
電話番号：0776-96-4631

この人に
お聞きしました !

　

当
社
は
、
高
圧
配
管
用
の
金
属

製
継
手
の
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て

建
設
機
械
や
農
業
用
機
械
な
ど
の

お
客
様
に
多
く
の
製
品
を
提
供
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
で
は
、

福
井
本
社
と
永
平
寺
工
場
の
ほ

か
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国

に
拠
点
を
構
え
、
毎
月
約
1
万
種

類
３
５
０
万
個
の
継
手
を
生
産
し
、

建
設
機
械
向
け
高
圧
配
管
用
継
手

の
市
場
で
は
日
本
一
の
シ
ェ
ア
を

獲
得
す
る
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
国
内
で

は
作
業
者
・
技
術
者
の
人
材
不

足
、
原
材
料
・
副
資
材
の
値
上

げ
、
短
納
期
受
注
に
よ
る
見
込
み

生
産
で
の
ム
ダ
な
ど
の
問
題
。
一

方
、
海
外
展
開
で
は
円
安
に
よ
る

コ
ス
ト
ア
ッ
プ
、
人
件
費
の
高

騰
、
不
安
定
な
品
質
と
い
っ
た
問

題
が
あ
り
、
頭
を
悩
ま
せ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
当
社
は
中
期
的

な
方
向
性
と
し
て
、
現
在
の
人

員
の
ま
ま
で
「
為
替
な
ど
周
辺

環
境
に
依
存
し
な
い
強
靭
な
体

質
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
こ
れ

ま
で
3
：
7
だ
っ
た
国
内
生
産

比
率
を
5
：
5
に
す
る
こ
と
を

目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。
そ
れ

に
は
何
よ
り
現
場
改
善
が
必

要
と
い
う
こ
と
で
、『
Ａ
ｔ
ｔ

ａ
ｃ
ｋ
２
０
２
０
』
と
称
し
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
全
部
門
の

生
産
性
20
％
ア
ッ
プ
を
実
現
し

た
い
と
邁
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
永
平
寺
工
場
の

拡
張
と
最
適
レ
イ
ア
ウ
ト
化
や

ロ
ボ
ッ
ト
を
利
用
し
た
省
人
化
と

い
っ
た
設
備
投
資
な
ど
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
更
な
る
改
善
を
進
め

る
上
で
〝
改
善
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
〟
が
大
き
な
壁
で
あ
る
と
気
が

付
き
ま
し
た
。
元
々
当
社
に
は
改

善
リ
ー
ダ
ー
を
継
続
的
に
育
成
す

る
仕
組
み
が
な
く
、
現
場
に
は
現

状
把
握
や
分
析
力
、
問
題
意
識
が

不
足
し
て
い
ま
し
た
。
経
営
ト
ッ

プ
の
意
向
が
な
か
な
か
現
場
ま
で

浸
透
し
て
い
な
い
と
感
じ
る
こ
と

も
あ
り
、
現
場
の
意
欲
・
意
識
を

変
え
る
こ
と
が
課
題
で
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
、
取
り
入
れ
た
外

部
教
育
施
策
の
一
つ
が
「
福
井

も
の
づ
く
り
改
善
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
ス
ク
ー
ル
」
で
し
た
。
2
年

続
け
て
リ
ー
ダ
ー
候
補
生
が
受
講

し
、
学
ん
だ
手
法
を
活
用
し
て
活

動
を
推
進
し
、
今
で
は
目
に
見
え

た
効
果
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
当
社
で
の
現
場
実
習
で
は
、

他
社
の
受
講
生
か
ら
的
を
得
た

テ
ー
マ
選
定
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
、
生
産
性
向
上
に
役
立
て

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
も

当
ス
ク
ー
ル
を
活
用
し
て
改
善

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
行
い
、
組
織

的
・
計
画
的
に
経
営
体
質
の
強
化

に
繋
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

スクール修了後のサポートも充実！
『福井ものづくり改善スクールＯＢ会』

ＯＢ会の活動内容
1）現役社員企業の取組み支援、活動報告会参加、会員同士の意見交換
2）現場実習先企業における現場改善提案の具体化による成果報告会参加、見学
3）ＯＢインストラクターによる派遣事業成果報告会参加
4）他スクールとの交流（修了生同士の交流や発表会への参加）

同スクールの修了生が現場改善力を更に向上できるよう
に、期ごとの同期会を集約したＯＢ会を設け、修了生のそ
の後の活動をサポートしています。

2018 年度現場改善成果発表会の様子。



まずはご相談ください

TEL 0776（41）3775　 FAX 0776（41）3729

お申込み
お問い合わせ

（中小企業産業大学校）
〒918-8135　福井市下六条町16-15

E-Mail monodukuri@fisc.jp  URL  http://www.fisc.jp/fiib/monodukuri.html

福井ものづくり改善インストラクタースクール

2019年1月


